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Q′
ゞ
」

rtJ NO制
E軽

由
 
興
巡
業

と
N出

螢
Ю

7rt」
撫

後
《
軍
然
押
《
繊

1耳
繊

1‐
|

申
ば
壼
熙

||1中
Q黙

艘
塁
総

Illヽ
Ю
榊
p総

Ю
測
掏
量
″
総

釈
郭
Stt Qは

口
湘
士

/1H判
JV翡

JQ郷
く

星
塙

9ν
週
襦

厠
墾
奪
JWSミ

椰
XNttQ 

Ю
」
測
Qp掏

Ю
抑
軽

1( 
岬
巡
象

と
N嘱

螢
Ю
7和

撫
後
《
尽
繊

押
《
総

||1椰
塁
嘔

製
い

Ю
躙

1‖ Eば
壼
中
単
p奪

量
翠
投

殉
感
ミ

1撫
p総

Ю
JI焔

壼
イ

」
嗅

脚
扁
罫
ヽ

Ю
^Jtt Q p rtJ 

Ю
制
Ⅲ野

°

寸
 

年
事
業
と
権
醤
制
Ш
V壼

憮
艇

G則
錮
縫
ご
6旦

環
冬
′
綴
典

|1
 
岬
当
象

と
Nポ

む
Ю
7掏

榊
Qビ

響
´
終
癬
ヽ
も
攣
R緊

罫
榊

判
Q運

黒
ば
壼
駆
き
NFO(塁

■
Ю
擬
貯
簗
軍

(К

妖
職

Q ttQ像
■

Ю
凶
筆
終
′゙
6足

饗
状
皿
墾
涎

(曹
黒

||

一
一

´===一
三
==二

二
:

ヽ

一

‐
―

一
一

‐
‐

―

こ
こ

一L:

中Ｐ演熙

餞働∞働備　′

Ю
郁
,Q眠

毅
熙
距

鎌
塁
皿

ヽ
Ю
幽
檻

Q艇
眠
制
Ⅲ 脚

雄
セ
J終

螢
違

矩
゛

゛
綴

5°

(墾
と

O lpl傘
像

輝
)

総
1(《

 
終

雑
暉

壼
′

権
係
撫
N嶽

副
⊃
ミ
蓉

ぐ
量
量

」
嗅

脚
簾

細
J′

傘
む
◆
懸
Q巡

製
うコ
に
S冨

黒
法

や
棒

係
塁
帯

Ю
枢
窯

卿
最
鰤

うコ
炒
OV儒

係
撫

旦
や

Q lpl傘
塁
駆

い
Ю
卿
豪

脚
い

や

劇
判

ρ
塁

卜
で

ヤ
(量

lpl象
却

に
い

つ
Q欄

卜
Ю

°

終
や
《
 
終
雑
略
壼
′
憮
溜
象
と
駆
判

Jヽ
」
悩
窯
■
Ю
駆
眠
べ
6

せ
米
象
と
塁
OSW壼

嫌
雪

1回
公
・J枢

縫
却
に
い
炒
Q側

い

Ю
°

(資
tlE傘

こ
砥
設

)

終
く
《

・
終
縮
嘱
量
′
試
黒
終

く
継
係

越
蝙
綽
=帥

素
と
砥
救
N

攣
べヽ

Qく
Ⅲ 4h里

暉
b、

絆
ぶ
く 日

塁
腟
陣
椰

野
却
腱

1く
ヽ

Ю
 tt O

測
■

口
°

1 
総

川
《

量
蝙
S棄

こ
脚
Ⅸ
bЮ

響
蒸
N倅

い
Ю
』 EQ卿

最

終
Jミ

黙
ぐ

11 
≦こ
と
Q儒

係
却
編 キ
ト
Jミ

軍ヽ
く
E

li 
l 
準
と
脚
に

9ミ
ぶ
ぐ

目
 ntJ Q翠

橡
陣

後
総

Ю
軍ヽ
く
E

(R tt Q岳
鵬

)

総
べ
《
 

準
と

脚
駆

螢
ヾ
7珈

撫
螢
べ
神

Q濡
投
・

撫
漱
Q快

運
´

窯
セ

ぐ
懸

Q遂
恨

や
Q響

傘
と

QⅨ
釈

塁
OSy蝋

縦
総

Ю
測

和
壼
′

ヽ
量
暉
bヾ

蹄
耳
N腱

総
Jミ

素
む

楓
円
丑
耀

響
[網

終

雑
嘱

量
翠
夏
JVヽ

りQ照
日

脚
丑
梶

ヽ
Ю

U司
後
p掏

や
°

1 
懸

釈
郭
寄

撫
Q彗

拠
″
藤
縦

´
ビ
響
く

も
畑
よ

駅
E

ll 
懸
R螺

罫
終
ポ

螢
ミ
撫

Q拠
鰹

 tEE藝
緊

る
ビ
ヾ

ll l 
バ

帥
獄

爛
QШ

士
気
3ぶ

盤

目
 

変
と
Nに

い
撫

Q佃
藝

バ
3ビ

ヾ

目
 

象
と

塁
駅

ヽ
Ю
岬
藪
QttLROき

賦
Ш

岳
権

Q陣
』 E

岳
膳
Qよ

駅
Ш

器
膳

榊
Q選

出
´

藤
新

バ
る

ビ
響

岳
鵬
撫

後
絲
RttS榊

ハ
薫

Qtt p綸
ヾ
測
掏

壼
ρ

JヽQ

運
纂

樹
ミ

延
駆
紙

(風
目
痙
恨

Q卿
最

)

総
+《

 
終

雑
暉

壼
´
粗

《
量
黙

製
い

や
日

円
Q岳

催
篠
綸
9ミ

緊《鰈轟虚皿騨く回駅叶黒雪

1(

やく口ヽ
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ぅ い

ul二
重 ′

りヽOこ
(が

Jヽ榊
畑

‐― 〕 ′
りヽQ螺

味
ぶヽ
J鰤

口

'I憮
撫

量
躙
最

■
ppC測

■
Ю
°

(湘
[野

Oぶ
俸

)

総
キ

|(( 
窯

こ
星
駆

Ⅲ
Ю
撫
緊

壼
′

や
Otド

燦
Q皿

桑
゛

lllよ

巨
章
ほ

■
卜Opc測

卜
Ю
°

(罫
Rハ

」扁
罫

)

総
キ

||《
 
総

||《
量
投

Qや
出

嘔
Q暉

軽
b象

と
絲

漣
Nに

い

撫
1ゴ

窯
こ

脚
駆

埜
Q7掏

liC後
に

い
傘

と
Q権

桜
O静

運
里

継
翼

選
量
森

R―
D縫

セ
嗅

憲
縫
゛
終

5°

N 
総

||《
旦
恨

増
ヾ
さ
嘔

Q暉
量
墾
こ
N嘱

螢
ヾ
7掏

終
C串

子
望
授

J´
わ

モ
ヤ
晏

望
ヽ
出

縫
腱

答
Nに

い
ρ
Q司

■
絆
°

盤
  

藪

」
C要

訳
壼

ぐ
ぐ
R嘔

桑
ご
燿

に
D″

雷
晨

11キ
ベ
き

や
=

m(
ご

涸
眠

い
ぐ
°

L一
―一

一
一

十
二

申２演繊

¶０”〇〇

( 
年
 
月
 J整

⊇

轟《嗽麟虚

職
業

氏
 

名
佳

所

l直
_  

_
y=研

蘇
子 を

受
け

る
べ
き
者
所

氏
 

名

亜
害
発
生

の
場

所

回騨く　饉民駅〓辟富黒讐

6、

I   
   I_

|l l可
百

雇
諭

あ
証

萌
~I

瑯
茅 軒 凩

ア
と∫ い こ

|

iF証緞を
i: 3名

fl氏 言



別
表
第

二
災

害
認

定
通

知
書

●召　中Ｐ署終

ЮＯ∞〇〇

轟　ぐ　嗽　轟　盛ヽ回型Ｋ　皿調曖〓壮露轟雪

逸
知

年
月

日
昭

和

(給
付

を
受

け
る
べ

き
者

)

氏
名

… …
…
…
…
………

…
…
…
…
…
……

…
……

…
… …

殴
… … Ⅲ

下
記

の
災
害
は
警
察
官

に
協
力
援
助

を
し
た
た
め
の
災
害

日   1 
通

知
番

号
    

第

―
一

一
一

一
一

一
~~~一

一
一

―
―

―
―

―
―

一
―

一
―

一
一

―
一

―
一

一
―

―
―

一
―

一
―

一
一

一

万

(給
付

を
実
施

す
る

も
の
の
官
職

氏
名

)

(協
か

援
助

を
受

け
た
者

〕

所
 

属

官
職

階
級

氏
 

名

囲

と
認

定
し
た

の
で
通
知

し
ま
す

。

死
傷

病
の
別
及

び
傷
病

名
、
傷

病
の
部
位

及
び
そ

の
程

度

(災
害

を
受

け
た
者

)

佳
所

氏
名

災
害

発
生

の
場

所

日
生

1)
災

害
発

生
の

日
時

昭
和
  

年

こ
の
決

定
に
異
議

の
あ

る
と
き
は

、
更

生
の

申
請

を
鳥
取
県
警

察
本
部

長
に
対

し
て
行

う
こ

と
が

で
き
る
。 日 
牢
覆

別
表

第
三

童目
求

請
給

養
療

イ寸

そ
の
費

用
の
領
牧

書
及

び
明
細
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

申Ｐ演総

Ｏ①∞〇〇

日
鉤

轟　ぐ　嗽　麟　虚．口騨く　ШＲ駅〓き８黒田

―
―

21、
傷

病
名

傷
病

の
部
位

及
び
そ
の
程

度

23、
療

養
の

内
容
  

昭
和
  

年
月
  

日
か

ら
昭

和
 

年
月
  

日
ま

で
回
 

診
療

日
数



類
 1 

容
射

 
の

療
法

療
法

ф露Ｒ松

卜の∞〇〇
入
 

院
 

料
 1 

躇
黎
  

年
  

月
  

目
な

を
  

日
間
 1 

給
食

の
有

無
  

ロ
有

21か
ら
24ま

.で
に
記
載

し
た
事
項

は
事
実

と
相
違

な
い

こ
と
及

び
領
牧

し
た
金
額

は
24の

と
お

り
で

あ
る

こ
と
を
証

明
し
ま
す
。

昭
和

生‘
労

犠
予

鮮
1意

及
I氏

者

〈ロ
計

3、
看
護

料
昭

和
昭

和

日
か

ら
日

ま
で

月月
年年

日
間

□
 

看
護

婦

片
道

往
復

そ
の

他
回

移
途

費
□□

ま
で

か
ら

4ゝ
移

途
費

轟　ぐ　暉　轟　虚ヽ薗饗Ｋ　皿Ｒ口〓許８晨雷

上
記

以
外
の
療
養
費

(内
訳

別
紙

領
牧
書

枚
の

と
お

り
)

6、
療

養
給

付
金

額
総

計

| 
※
決
定
年

月
日

昭
和
  

年
日
 | 〉

'Fl倉 年黒 日
※
受
理
年

月
日

昭
和

〓‐

請
求

回
数

同
一
傷

病
に
つ

い
て

фＰＲ熙

∞∽∞〇〇

別
表

第
四

購
課

丁
存
蔦

1、
重青
」
て者

は
※

欄
に

|ま
言
己
入

し
な
い

こ
と
。

ど
、

34の
「
障

害
状

況
」

の
詳
細

に
つ

い
て
記
載

欄
が
不
足

す
る

と
き
は
適
宣

別
紙

に
記
載

し
て
添

付
す

る
こ

と
。

な
お
障
害

が
外
部

か
ら
明

ら
か

に
認

め
ら
れ

な
い
時

は
レ
ン

ト
グ

ン
フ
イ

ル
ム
又

は
写
真

等
を
添

付
す

る
こ

と
。

3、
打
切

給
付

を
請
求

す
る
場

合
は
、

33、
4、

5の
事
項

に
つ

い
て
は
記
載

し
な
い

こ
と
。

ま
た
障
害

給
付

を
請
求

す
る
場

合
は

6の
事
項

に
っ

12、
負
傷

又
は
発
病

年
月

日

' 
昭
 

和
   

年

※
3、

医
師
の
意
見

21、
給

付
基

礎
額

1       
円

曇
夭下

 奪
  

≡琴
=≡

≡≡ ≡
22、

給
付

基
礎

額
に

つ
い

て
1/■

21の
と
お

り
相

違
な

い
こ

と
を
証

明
し
ま
す

O

時
頃

昭
和
  

年
氏

名

31、
傷

病
名

32、
傷

病
の
部

位
3
3、

傷
病

の
治

ゆ
し
た
年

月
日    

昭
 

和
   

年
   

月
   

日           
、

3
4、

障
害
状

況
(打

切
給

付
の
場

合
は
現
症

)の
詳
細

(図
で
示

す
こ

と
の
出
来

る
も
の
は
図
解

す
る

こ
と
。

)

轟　≪　畔　麟　虚．Ш之く　Ш民曖〓計８黒雷∞Ｈ

4、
障

害
等
級
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輌職神器齢

轟　≪　嗽　麟　虚．Ш響Ｋ　皿ＲЩ〓よ８晨晋

て 蘊
百
万
要
面
〒
る
者
の
官
職
氏
名

)

氏
 

名
_____一

一
―

i‐ ~万
~~百

生
~‐

盗

_________―
一

―
一

一
―

一
―

~両
雨
百
躙

話
勢
野
茜
魏

星
ヽ

月
  

日
昭

 
和

13、
死

亡
1年

月
日
                  

日
年
     

月
日召

 
和

:慕

|~~

_里
二
上
三
二
二
重
塁
二 二

三 二
二
=二

廻

給
付
を
受

け
る
べ

き
同
順
位
者

の
氏

名
死
亡
者

と
の
続

柄
又

は
関
係
及

び
そ
の
受

け
る
べ

き
給
付

の
額

4、
葬

祭
給

付
請
求

金
額

 __

葬
祭
給

付
を
受

け
る
べ

き
者

と
死

亡
者

と
の
続

柄
叉

は
関
係

3の
請

求
金

額
と

4の
請

求
金

額
と
の

合
計

額※
決

定
年

月
日

日召
 
和

※
支
払
年

月
日

※
受
理

年
月

日
日召

 
和

昭

別
表

第
六

申ＰＲ繊

〇〇∞〇〇

轟　ぐ　鰈　轟　盛”皿翌く回Ｎ駅〓＃〇鍵終蟹

(記
入
注

意
)

1
、

請
求
者

は
※

印
の
欄

に
は
記

入
し
な

い
こ

と
。

2、
該

当
す

る
[i欄

に
は
/印

で
示
す

こ
と
。

3
、

41の
欄

の
牧

人
を
得

る
こ

と
が

で
な
い

日
数

と
は
、
休

業
給

付
を
受

け
る
べ

き
日
を
い

う
。

4、
第

2回
以
後

の
請
求

の
場

合
に
お
け

る
33及

び
41の

記
載

に
つ

い
て
は
前

回
の
請
求
後

の
分

に
つ

い
て
記
載

す
る

こ
と
。

(給
付
を
実
施

す
る
者

の
官
職

氏
名

)
請

求
年

月
日

昭
和

下
記

の
体

業
給

付
を
請
求

し
ま
す
。

1、
協

力
援

助
者
等

に
つ

い
て

※
 2、

給
付
基
礎
額

の
証
明

1
1、

協
力
援

助
し
た
た
め
災
害

を
受

け
た
者

21、
給

付
基

礎
額

基
 

準
 

額

fin者

12、
負

傷
又

は
発

病
年

月
日

昭
和

 
年

 
月

所　名

佳　氏

子一の

年職名．

官氏

日
年
震
  

時
  

分
頃

埼Ｈ



3医
師

の
意

見

＝Ｏ①ＯＯ

33、
療

養
の

た
寮
養

の
た
め
業

務
に
従

事
す

る
こ

と
が

で
き
な
か
つ

た
と
認

め

ら
れ

る
期

間
|

れ
る
期

間

雁ョ需 、
年
  

月  
日
な
亀

31、

こ
[α

b讐
∫

死
 
亡

昭

3転
 I E∫

L着
継

量
中
  1  34、

33の
響

間

[1li予
「

::「
1日

`

11の
者

は
31か

ら
34ま

で
に
記
載

し
た

と
お

り
で

あ
る

も
の

と
認

め
ま
す

。

4、
休

業
期

間
及

び
休

業
給
付

の
額

41、
療
養

の
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